






































































































































































































































































































































B 子供連に费言させる機会を多く持っことが大事だと®じた «幻対応奁すると子どもが喜ぶと番じた 4





















































4) J.ブルースター /G.エリス 『「小学校英語」 
指導法ハンドブック』(2005)
ピアスーパーバイザーからのコメント
幼児教育を志す本学の学生は、対象者の反応を見な 
がら、その興味を捉え、場を盛り上げていく能力が常 
に鍛えられ、その工夫された活動には素暗らしいもの 
がある。しかし、一方で、丁寧な準備、活動の緻密な
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分析を苦手とする学生もいるなか、初等教育に導入さ 
れる「英語」にいかに対処するかは、学生にも、養成 
校にも、大きな課題である。
本稿では、英語を得意としない学生たちがリハーサ 
ルを重ね、互いの様子から学びながら模擬授業を振り 
返り、稿耆の練りhげられた活動を目の当たりにする 
ことで、気づきのKが変わっていく実態が報告されて 
いる,この段階から最終発衷にどのように結びつくの 
か、続稿での報告が期待される。
(担当：三木麻子)
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